














































































































































































































































































































































19） Böttger に関しては、Allgemeine Deutsche Biographie （=ADB） （https://www.
deutsche-biographie.de/sfz69498.html#adbcontent）; Neue Deutsche Biographie 
（=NDB） （https://www.deutsche-biographie.de/sfz69498.html#ndbcontent）; 
W. R. Pötsch, A. Fischer, W. Müller unter Mitarbeit von H. Cassebaum: Lexikon 
bedeutender Chemiker. Leipzig （VEB Bibliographisches Institut） 1988, S. 57-58 参
照。
20） プルシアンブルー発見の時期については、これまで 1704年説と 1710年説が
あったが、最近では 1706年頃という説に落ち着いている。日吉芳朗「プルシ
アンブルーの源流をたずねる」（化学史学会編『化学史研究』、1983年（通巻 23
号）、56～ 60ページ）、56～ 57ページ ; R. D. Harley: Artists’ Pigments c. 1600-
1835. A Study in English Documentary Sources. Second Revised Edition. London 
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（Archetype Publications Ltd.） 2001, p. 71; J. Bartoll: Frühe Spuren des Berliner 
Blaus auf  Gemälden in den preußischen Königsschlössern. In: Die KUNST zu 
BEWAHREN. Restaurierung in den preußischen Schlössern und Gärten. Jahrbuch 
Stiftung Preußische Schlösser und Gärten Berlin-Brandenburg. Berlin （Akademie 
Verlag） 2006, Bd. 8, S. 219-227, hier S. 222; A. Kraft: On the Discovery and History 
of  Prussian Blue. In: The Bulletin for the History of  Chemistry, 2008 （Vol. 33, No. 
2, pp. 61-67）, p. 64参照。
21） Dippelに関しては、ADB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz10188.html# 
adbcontent）; NDB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz10188.html#ndbcon-
tent）; J. Chr. G. Ackermann: Das Leben Johann Conrad Dippels. Leipzig （Friedrich 
Gotthold Jacobäer und Sohn） 1781（https://digital.slub-dresden.de/werkansicht/
dlf/50826/1-126/0/）; J. Chr. Adelung: Geschichte der menschlichen Narrheit, oder 
Lebensbeschreibungen berühmter Schwarzkünstler, Goldmacher, Teufelsbanner, 
Zeichen- und Liniendeuter, Schwärmer, Wahrsager, und anderer philosophischer 
Unhalden. 1. Teil. Leipzig （Weygandsche Buchhandlung） 1785 （Nachdruck, Nabu 
Press, 2010）, S. 314-347; E. E. Aynsley, W. A. Campbell: Johann Konrad Dippel, 
1673-1734. In : Cambridge University Press: Medical History, 1962 （Vol. 6, No. 3）, 
pp. 281-286; Pötsch, u. a.: Lexikon bedeutender Chemiker, S. 118 参照。











23） A. Kraft: Berliner Blau. Vom frühneuzeitlichen Pigment zum modernen 
Hightech-Material. Diepholz・Berlin（DNT-Verlag） 2019, S. 22-25参照。ちなみ
に、 Diesbachの妻の父親は技師で地理学者の Johann Christoph Müllerであろうと
の説もある。Fischer （Hrsg.）: Joh. Leonh. Frisch’s Briefwechsel mit G. W. Leibniz. 
Berlin （Druck und Verlag von P. Stankiewicz’ Buchdruckerei） 1896 （Nachdruck, 
Georg Olms Verlag, 1976）, S. 39, 68 （Anm. 172） 参照。
24） Stahl に 関 し て は、ADB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz80932.html# 
adbcontent）  ; NDB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz80932.html#ndb 
content）; Pötsch, u. a.: Lexikon bedeutender Chemiker, S. 404.を参照した。生年を
1660年とする説もあるが、一番新しいNDBの記述にしたがって 1659年としてあ
る。
25） G. E. Stahl: Experimenta, Observationes, Animadversiones, CCC Numero 




26） Kraft: On the Discovery and History of  Prussian Blue, pp. 61-62参照。
27） 古田彩「『若冲の青』を再現する」（日本経済新聞社『日経サイエンス』、2017年
（第 47巻第 10号、通巻 556号）、55～ 61ページ）、57, 60ページ参照。




師と見込んでベルリンに招いた彼の庇護者 August von Wittgenstein伯爵（1663-
1735） だった。ADB; Aynsley, Campbell: Johann Konrad Dippel, p. 283; Kraft: 

















29） Pötsch, u. a.: Lexikon bedeutender Chemiker, S. 117参照。




Gottfried Wilhelm Leibnizの提案により「プロイセン王立科学協会（Königlich 
Preußische Sozietät der Wissenschaften）」の正規会員となった。ADB （https://
www.deutsche-biographie.de/sfz17611.html#adbcontent）; NDB （https://www.
deutsche-biographie.de/sfz17611.html#ndbcontent）; H.-S. Brather: Leibniz und 
seine Akademie. Ausgewählte Quellen zur Geschichte der Berliner Sozietät der 
Wissenschaften 1697-1716. Berlin （Akademie Verlag） 1993, S. 298-301 参 照。 ち
なみに、「プロイセン王立科学協会」は、1700年に Leibnizの助言に基づき彼を
初代会長として設立された「ブランデンブルク選帝侯立科学協会（Kurfürstlich 
Brandenburgische Societät der Wissenschaften）」 が、1701 年、Friedrich I 世 の
プロイセン王即位によってプロイセン王国が発足したのを機に改称したものであ
る。この協会はさらに、1744年、Friedrich II世のもとで、「王立科学アカデミー












いものか、Frischは Leibnizに問い合わせを行なっている〔1709年 8月 25
日〕35）。これに続く秋口の手紙では、上記お墨付きの件でプロイセン王立科学協
会のメンバー数人と話をしたことが報告されるのに加えて、ヴォルフェン





32） Bartoll: Frühe Spuren des Berliner Blaus auf  Gemälden in den preußischen 
Königsschlössern, S. 222参照。
33） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 9, 12参照。
34） 「プロイセン王立芸術アカデミー（Königlich Preußische Akademie der Künste）」
は、プロイセン王立科学協会と同じ建物内にあった。Bartoll: Frühe Spuren des 
Berliner Blaus auf  Gemälden in den preußischen Königsschlössern, S. 224参照。
35） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 20参照。
36） A. Kraft: Wege des Wissens: Berliner Blau, 1706-1726. In: Gesellschaft Deutscher 
Chemiker: Mitteilungen der Fachgruppe Geschichte der Chemie. Frankfurt/Main 
2012 （Bd. 22）, S. 3-19, hier S. 8参照。
37） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 58 （Anm. 88）; Bartoll: Frühe Spuren des Berliner 
Blaus auf  Gemälden in den preußischen Königsschlössern, S. 222; Kraft: Wege des 










行した „Miscellanea Berolinensia ad incrementum Scientiarum“に匿名で掲載












38） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 21-22参照。
39） Ebd., S. 23参照。
40） Ebd., S. 24参照。
41） Ebd., S. 60 （Anm. 105） 参照。













上がり、売れ行きがさらに加速してくる〔1710年 1月 30日、および 1712年 3
月 1日〕45）。1712年秋になると、聖ミカエル大天使の日（9月 29日）に、ライ
プツィヒの Bernoulli46）に 2分の 1ポンドのプルシアンブルーが用立てられ、こ










44） Anon.: Nachricht von dem vor kurzem erfundenen Berlinerblau. In: Physikalische 
und medicinische Abhandlungen der Königlichen Academie der Wissenschaften 
zu Berlin. Aus dem Lateinischen und Französischen übersetzt von J. L. C. Mümler. 






45） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 24, 34参照。
46） バーゼルの Bernoulli家は多くの優れた数学者、科学者を輩出したが、その中の一
人、有名な数学者 Johann Bernoulli（1667-1748）のこと。Ebd., S. 35, 67 （Anm. 
150）; ADB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz4063.html#adbcontent）; 
NDB （https://www.deutsche-biographie.de/sfz4063.html#ndbcontent） 参照。 
47） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 35参照。





















49） Ebd., S. 37参照。
50） ラズール（Lasur）は、コバルト系顔料の一つであるスマルトのことも意味するが、
次に触れる 9月 19日の手紙を読む限りでは、注 43で言及したウルトラマリンと同
じくラピスラズリを原料とする顔料、あるいは、ウルトラマリンの別称と考えられ
る。
51） Fischer （Hrsg.）: Briefwechsel, S. 47参照。
52） Ebd., S. 47-48参照。
53） 国王 Charles II世の勅許状によって、1660年に設立された現存する世界最古の科
学学会で、正式名称は The President, Council and Fellows of  the Royal Society of  












いては、とりわけ Friedrich II 世によって収集され、プロイセンの宮廷に展示
されている絵画に対する Jens Bartollの調査・研究がある。蛍光 X線元素分析
法（Röntgenfluoreszenzanalyse, RFA）、光学顕微鏡検査法（Optische Mikro-
skopie）、光学反射分光法（Optische Spektroskopie in Reflexion）を組み合わ
せた顔料分析の結果、最も早いプルシアンブルーの使用例は、ロッテルダムで




Adriaen van der Werff（1659-1722）の、1703年の作品をコピーした複製品で
54） A. Kraft: On Two Letters from Caspar Neumann to John Woodward revealing 
the Secret Method for Preparation of  Prussian Blue. In: The Bulletin for the 
History of  Chemistry, 2009 （Vol. 34, No. 2）, pp. 134-140.; Kraft: Wege des Wissens: 
Berliner Blau, S. 14-17参照。
55） 没年については、1721年という説もある。Deutsche Biographie （https://www.
deutsche-biographie.de/sfz85097.html#indexcontent）参照。























57） Generaldirektor der Stiftung Preußische Schlösser und Gärten Berlin-Brandenburg 
（Hrsg.）: Die Schönste der Welt. Eine Wiederbegegnung mit der Bildergalerie 




59） M. Rotgans: Blauw Groen. Verf, het gezicht van de Kunst. Zwolle （Waanders 
Uitgevers） 2016, pag. 207参照。上記美術館のサイトでも、作者は兄となっている。




























64） 橋本麻里「Le Grand Bleu de Ukiyo-e 浮世絵 “青”の革命物語 -6- 若冲の青」（『和































68） 橋本麻里「Le Grand Bleu de Ukiyo-e 浮世絵 “青”の革命物語 -1- 北斎の海」（『和































































































































番大きな変更点は、第 5巻がつけ加わったことである。全 5巻のうち第 1巻と











79） 同上『増補華夷通商考 卷之 1』参照。
80） 鮎沢信太郎「江戸時代の世界地理學史上に於ける職方外紀に就いて」（『地球』、



















































































セウ〱皮 1 猩々皮 1 猩々皮 1 猩々皮 猩々緋（ﾋ） 1
大ラシャ 2 大羅紗 2
羅紗大小 2 羅紗大小 ラシヤ大小 2
小ラシャ 3 小羅紗 3
ラセイタ 4 羅脊板 4 ラセイタ 3 ラセイタ ラセイタ 3
サルゼ 12 ざるぜ 11 サルゼ 4 サルゼ サルゼ 4
カルサイ 6 かるさい 6 カルサイ 5 カルサイ カルサイ 5
ヘルヘトワン 7 ベルトワン 6 ベルヘトワン ヘルヘトワン 6
バレイタ 9 ばれいた 8 バレイタ 7 ハレイタ バレイタ 7
サヱツ 11 さえつ 10 サエツ 8 サヱツ サヱツ 8
アルメンサイ 10 あるめんさい 9 アルメンサイ 9 アルメンサイ アルメンサイ 9
ヘルサイ 8 へるさい 7 ヘルサイ 10 ヘルサイ ヘルサイ 10
スタンメント 5 すためん 5 スタメン 11 スタメン スタメン赤黒 12
ゴロフクリン 13 ごろふくせ/れん？ 13 ゴロフリレン 12 ゴロフクレン ゴロフクレン 11
チョロケン 17 ちよろめん 16 チヨロケン 14 チョロケン チョロケン 16
サアイ 15 さあい 12 サアイ 13 サアイ サアイ 13
レイガトウル 14 せ/れいかとうる？ 14 レイガドウル 15 レイガドウル レイガドウル 15
ブラアタ 16 ふらあた 15 ブラアタ 16 ブラアタ ブラアタ 14
カベチョロ 19 かべちよろ 23 カベチヨロ 17 カベチヨロ カベチヨロ 17
ドンス 21 緞子 20 ドンス 18 ドンス ドンス 18
タヒイ 22 たびい 18 タヒイ 19 タビイ タビイ 19
毛ヒロウト 18 毛絨 22 毛ビロウト 20 毛ビロウド 毛ビロウド 21
阿蘭陀金入 23 紅毛金入 19 オランタ金入 21 ヲランダ金入 ヲランタ金入 22
オランタ箔（ﾊｸ） 25 ヲランダ箔 ヲランタ箔 26
金カラ皮 67 金唐皮 63 金唐皮 22 金唐皮 金唐皮（ｷﾝｶﾗｶﾊ） 27
チャウ 20 ちやう 17 チヤウ嶋 23 チヤーウ島 チヤ宇島（ｼﾏ） 24
シュス 24 繻子 21 シユス 24 シユス シユス 20
青皮 26 青皮 靑皮（｜｜） 28
小豆皮 27 小豆皮 小豆皮（ｱﾂｷｶﾊ）
色小豆ニ似タリ
29
コハク 26 琥珀 25 琥珀 28 琥珀 琥珀 34
サンゴジュ 25 珊瑚樹 24 珊瑚珠 29 珊瑚珠 珊瑚珠 32
水セウノ玉 28 水晶 27 水晶 30 水晶 水昌 31
メノウ石 29 瑪瑙 26 瑪瑙 31 瑪瑙 瑪瑙 33
金銀 32 金銀 金銀大ハ二尺三尺　
小ハ四五寸一尺
53
水銀 31 水銀 30 水銀 33 水銀 水銀 35
クンロク 27 薰陸 32 熏（⇒薰？）陸？ 34 薰陸
獨協大学ドイツ学研究218
ベッコウ 30 玳瑁（ﾀｲﾏｲ⇒ｶﾒ？） 29 ベツ甲 35 ベツ甲 鼈甲 84






























キリンケツ 37 血竭 38 キリンケツ 41 キリン血 キリンケツ 42
















グンショウ 40 薰青 33 グンセウ 44 グンゼウ グンゼウ 38





ヒトリ玉 42 火取玉 49 火取石 46 火取石 火取玉（ﾋﾄﾘﾀﾏ） 54
ウキ玉 56 浮玉 28 浮キ玉 47 浮玉 浮玉（ｳｷﾀﾏ） 55





刃鐵 62 鉄幷？ハカ子 49 鉄幷ハガネ 鉄幷ハガ子 52同（＝ヲラン
タ）ハガ子 60





























星圖丸平 53 星ノ図丸平 星ノ図丸シ　商
売物ニ非ス
61
ヲランタ絵 59 紅毛繪 44 絵 56 絵 絵色々 83
具足 45














金トウロ 64 燈籠 61 カナ灯籠 57 カナ燈籠 金燈籠（ｶﾅﾄｳﾛｳ）商物ニ非ス 65






ハナ目鏡 （ｶﾈ） 49 眼鏡 51 鼻メカ子 59 鼻眼鏡
虫メカネ
磯メカ子 60 磯メカネ
作り花 50 造花 57 造花 61 造花 造花色々 76
ビイドロカヽミ 62 ヒイトロ鏡 ビイドロ鏡大小 57
ヒイドロ道具
色々




皮ノタテ 47 皮楯 46 皮楯 64 皮ノ盾 皮ノ盾（ﾀﾃ）
同（＝商物ニ非ス）
67
鉄砲 53 鐵炮 48 鉄炮 65 鉄砲 鉄炮同（＝商物
ニ非ス）
68
カツフリ 66 カツフリ カツフリ小刀
大小高下色々アリ
70




シシャク針 55 磁石鍼 53 磁石針羅経ト云 69 磁石針羅経ト云 磁石針羅経ト云 72









タ）焼物 62 瓷（＝磁？）器 59 焼物 71 焼物 土焼物色々 73
石筆赤白 70 石筆赤黒 65 石筆 72 石筆 石筆赤黒 74





外科道具 73 外科道具 外科道具 77
同（＝ヲラン












































物縫針 57 物縫鍼 54 縫物針 83 縫物針 針縫物 78
紙 84 紙 紙甚厚キモノナリ 79
タンノ薬 38 痰の藥 39 疾（⇒痰？）ノ薬 85 痰ノ薬 痰の薬ヲランタ
痰キリト云
50


















































































ヲランダ鏡 52 鏡 52 ヲランタ錦 23
同（＝ヲラン














































































































































88） 早稲田大学所蔵『増補華夷通商考 卷之 4』参照。
89） 同上。



























































94） 早稲田大学所蔵『増補華夷通商考 卷之 4』; 早稲田大学所蔵『華夷通商考 下』参照。














ヲク嶋 1 ヲク嶋 1 奥嶋 奥ク嶋 3
大カナキン 2
金巾大小 3 金巾大小 2 金巾大小 金巾（ｶﾅｷﾝ）大小 4
小カナキン 3
マタフウ嶋 12 みふう島布 12 マタフウ 3
マタフウギガン
マタフウ嶋 5
ギガン嶋 9 きかん島布 9 ギガン 4 ギガン 6
サンクズン嶋 10 算崩島布 10 サンクヅシ 5 サンクツシ サンクツシ糸　モメン 7
セイラス嶋 11 せいらす島布 11 セイラス 6 セイラス セイラス 8
コンテレキ嶋 13 こんてれき島布 14 コンテレキ 7 コンテレキ コンデレキ糸　モメン 9
大木綿 5 大木綿 4 大モメン 8 大木綿 大（ｦｵ）木綿 10
カアサ木綿 6 かるた木綿 5 カアサモメン 9 カアサモメン カアサ木綿 11
花サラサ 7 花巾（ｻﾗｻ） 6 花？サラサ 10 花サラサ 花サラサ 12
霜フリサラサ 8 霜降花巾 7 霜降サラサ 11 霜降サラサ 霜フリサラサ 13
ヌメサラタ 14 ヌメサラサ 12 ヌメサラサ ヌメサラサ 14
サラタ嶋 4 さらた島布 8 サラタシマ 13 サラタ嶋 サラタ嶋 1
サラタ金入 15 金入織 13 サラタ金入 14 サラタ金入 サラタ金ン入リ 2
花モウセン 17 花毛氈 16 花毛毡（⇒＝氈？） 15 花毛氈 花毛セン 15
サメ 18 鮫？ 16 鮫 鮫 17
モッカウ 19 木香 17 木香 18 木香 木香 19
アセンヤク 20 阿仙薬 17 アセンヤク 阿仙薬 18
ニウコウ 21 乳香 18 乳香 19 乳香 乳香 20
ホモツヤク 22 木没薬 19 木没薬 20 木没薬 木没薬 21
コワウレン 23 胡黄連 20 胡黄連 21 胡黄連 胡黄連 22
ソカウユ 24 蘇香油 21 蘇香油 22 蘇香油 蘇香油 23
海ヤシホ 26 海椰子 25 海椰子 23 海椰子 海椰子 24
シンジュ 28 真珠 23 ？（⇒真？）珠 24 真珠 真珠 25
グンジャウ 30 薰青 27 グンゼウ 25 グンゼウ グンゼウ 26
シワウ 32 雌黄 26 雌黄 雌黄 29
メノウ石 33 瑪瑙 1 瑪瑙 27 瑪瑙 瑪瑙 32
ヒリリ 25 びりり 29 ビリリ 28 ビリリ ビリリ 30
アンソクカウ 27 安息香 22 安息香 29 安息香 安息香 31
ヌイノフトン 16 縫のふとん 15 ヌイフトン 30 縫蒲団 縫ノ蒲団 16
ニッチ 29 紅土 （⇒丹土 （ﾆﾂﾁ）？） 30 丹土（ﾆﾂﾁ） 28






















































































































































































105） 国立国会図書館所蔵、貝原益軒『大和本草』16巻付録 2巻諸品図 2巻、1709-1715
年、第 3巻、「空靑」の項目（https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557364?tocOpe 
ned=1）参照。










































































































































116） オランダに移住後のDippelの消息に関しては、主に、Kraft: Berliner Blau, S. 97-
101, 119-121, 127-130を参考にし、必要に応じて他の文献も参照した。
117） Ackermann: Das Leben Johann Conrad Dippels, S. 69; Adelung: Geschichte der 



















めていたと述べている。Kraft: Berliner Blau, S. 129-130参照。
120） 注 122に挙げるライプニッツ書簡集では C. R. Hasperg、KraftによればHeinrich 
Hasperg （?-1732）。州教区役員、ブラウンシュヴァイク－ヴォルフェンビュッテ
ル公爵 Anton Ulrichの秘書で、その用命を受けて 1714年にオランダ、イギリス、









html#ndbcontent） ; Kraft: Berliner Blau, S. 95参照。
122） G. W. Leibniz: Sämtliche Schriften und Briefe. Transkriptionen des Briefwechsels 
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全盛期を迎えたデルフト焼のことを意味する。G. Schwedt: Goethe als Chemiker. 
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Profil eines Kulturaustausches 
in der Edo-Zeit zwischen Deutschland, 
den Niederlanden und Japan
　― skizziert am Beispiel des Farb-Pigments „Konjo 紺硝“
Shigemi WATANABE
 Mitte der Edo-Zeit wirkte in Nagasaki der Astronom-Geograph Joken Nishi-
kawa (西川如見 : 1648-1724), der oft zusammen mit Santetsu Yasui (安井算哲 : 
1639-1715) oder Hakuseki Arai (新井白石 : 1657-1725) genannt wird. Er hat viele 
verschiedene Schriften verfasst, die bekannteste davon ist „Zoho Kai Tsushoko 増
補華夷通商考“ (1708), eine Beschreibung der Geographie, der Sitten und Bräuche 
der Länder der Welt. In dieser Schrift steht das Pigment „Konjo 紺硝“ auf  der Lis-
te der niederländischen Hauptprodukte. In der vorliegenden Arbeit handelt es sich 
um die Frage, was für ein Pigment „Konjo“ ist, und auf  der Suche nach der Ant-
wort wird zugleich ein Profil des Kulturaustausches dieser Zeit zwischen Deutsch-
land, den Niederlanden und Japan skizziert.
 „Zoho Kai Tsushoko“ ist die zweite, verbesserte Auflage des dreizehn Jahre 
zuvor veröffentlichten „Kai Tsushoko 華夷通商考“ (1695), wo „Konjo“ gar nicht 
erwähnt ist. Nach Joken habe der Verlag das erste Manuskript ohne seine Erlaubnis 
in Druck gegeben, deshalb habe „Kai Tsushoko“ viele Fehler, die in „Zoho Kai 
Tsushoko“ korrigiert und verbessert seien. Unter den Joken-Forschern ist die herr-
schende Meinung, dass sowohl die erste als auch die zweite Auflage ihre Quellen-
schriften haben. Weil das Wort „Konjo“ jedoch in keiner davon Erwähnung findet, 
ist zu vermuten, dass dieses bei der Verbesserung der ersten Auflage zu den nieder-
ländischen Hauptprodukten hinzugefügt wurde.
 In der gegenwartssprachigen Übersetzung des „Zoho Kai Tsushoko“ von 
Ryunosuke Matsuo ist 紺硝 in 紺青 umgeschrieben. 紺青 ist wiederum eine andere 
Bezeichnung von 金青, eines aus pulverisiertem Azurit hergestellten Pigments. Die-
ses 紺青 bezeichnet nach einem Lexikon der Farbbezeichnungen auch das Berliner 
Blau, das um das Jahr 1706 in Berlin in der alchimistischen Werkstatt von Johann 
C/Konrad Dippel (1673-1734) und Johann Jacob von Diesbach (1670?-1748) zufälli-
gerweise gefunden wurde. Das gefundene, künstliche Pigment ist später mit Schif-
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fen der Niederländischen Ostindischen Kompanie transportiert worden und erst 
1752 zum ersten Mal in Nagasaki an Land gekommen. Das bedeutet, zu der Zeit als 
„Zoho Kai Tsushoko“ geschrieben wurde, kannte man in Japan das Pigment noch 
nicht. Nach Seiichi Sasaki ist urkundlich bewiesen, dass 紺青 seit 1807 als japanische 
Bezeichnung für das Berliner Blau in Nagasaki benutzt wurde.
 Nebenbei bemerkt hat Jakuchu Ito (伊藤若冲 : 1716-1800) mit diesem Pigment 
einen Teil des Fisches „Ruri Hata ルリハタ“ seiner 30 Bilder-Serie mit dem Titel 
„Doshoku Saie 動植綵絵“ gefärbt. Das Bild „Ruri Hata“ wurde in der letzten Phase 
der im Zeitraum zwischen 1758 und 1766 angefertigten Bilderfolge gemalt. Deswe-
gen vermutet man, dass in Japan Jakuchu als erster das Berliner Blau benutzt hat.
 In Berlin verbesserte Johann Leonhard Frisch (1666-1743), Mitglied der König-
lich Preußischen Sozietät der Wissenschaften, mit Hilfe von Diesbach die Qualität 
des Berliner Blaus, um es massenhaft auf  den Markt bringen zu können. Eine Rei-
he Briefe von Frisch an Gottfried Wilhelm Leibniz (1646-1716) stellen klar, dass das 
Pigment ständig bekannter wurde und sich schnell und hoch im Preis in Europa 
verbreitet hat. 
 Mittels der Röntgenfluoreszenzanalyse, der optischen Mikroskopie und der 
optischen Spektroskopie in Reflexion hat Jens Bartoll die Gemälde in der Bilderga-
lerie Friedrichs des Großen analysiert und festgestellt, dass das Berliner Blau für 
den Mantel Mariä und den Himmel in der „Grablegung Christi“ (um 1709) verwen-
det wurde, die dem niederländischen Maler Adriaen (1659-1722) oder Pieter (1665-
1722) van der Werff  zugeschrieben ist. Bartoll vermutet, die niederländischen Mit-
glieder der Königlich Preußischen Sozietät der Wissenschaften oder sogar Dippel, 
der gleich nach der Erfindung des Berliner Blaus in die Niederlande umgezogen 
war, hätten bei der Verbreitung dieses Pigments dort eine bedeutende Rolle ge-
spielt. 
 Dippel hat tatsächlich auch in den Niederlanden das Berliner Blau hergestellt. 
Davon zeugt eine Stelle des Briefs von C. R./Heinrich Hasperg (?-1732) an Leibniz:
  „Monsr Homberg souhaite à scavoir si V. Excel. ne scait la maniere de faire la 
couleur bleue pour la migniature, qu’on fait à Berlin et dont V. E. a parlé autre-
fois dans ses 20 lettres à Monsr Homberg, je ne scai pas qui en est l’Autheur, ni 
lui non plus. Il y a un Allemand en Hollande, qui s’appelle Ms. Dipelius, qui en 
fait aussi, et dont j’ay apporté un echantillon icy, mais elle n’est pas si belle que 
celle Berlin. J’ay fait venir de Leipzig quelques echantillons de coleur bleue 
qu’on fait des mineraux en Saxe.“ (17. Aug. 1714)
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Das ist nicht verwunderlich, weil es vielmehr Dippel war, der bei der Entdeckung 
dieses Pigments dessen Entstehungsprozess chemisch richtig verstanden hatte. 1707 
bis 1710 wohnte Dippel bei einem Arzt in Amsterdam und nach Alexander Kraft 
hat er schon in dieser Amsterdam-Zeit angefangen, das Berliner Blau zu produzie-
ren.
 Joken soll zwar auch als Dolmetscher in Nagasaki tätig gewesen sein und war 
daher über ausländische Dinge gut informiert. Aber es ist kaum anzunehmen, dass 
die Information über das Berliner Blau, sei es aus Berlin, sei es aus Amsterdam, Jo-
ken rechtzeitig vor der Veröffentlichung von „Zoho Kai Tsushoko“ im März 1708 
erreicht hat.
 Hier sei noch einmal auf  die japanische Farbbezeichnung 紺青 zurückgekom-
men. Wenn man zwischen dem Berliner Blau, dem künstlich hergestellten Pigment, 
und dem aus dem natürlichen Mineral Azurit hergestellten Pigment genau unter-
scheidet, nennt man das erstere „Hana Konjo 花紺青“, das letztere „Iwa Konjo 岩
紺青“. In seiner naturkundlichen Schrift „Yamato Honzo 大和本草“ (1709) hat 
aber Ekiken Kaibara (貝原益軒: 1630-1714) „Hana Konjo“ erwähnt und erklärt, 
dass „Hana Konjo“ aus blauem Glaspulver hergestellt werde. Auch im ersten mo-
dernen japanischen Wörterbuch „Genkai言海“, das von Fumihiko Otsuki (大槻文
彦 : 1847-1928), dem Enkelsohn des Hollandforschers Gentaku Otsuki (大槻玄沢 : 
1757-1827), herausgegeben wurde, heißt es, dass „Hana Konjo“ ein aus Glaspulver 
produziertes Pigment ist und aus Europa nach Japan eingeführt wurde. Im „Gen-
kai“ findet man zwar die Stichwörter „Berorin ベロリン“ und „Berensu ベレンス“, die 
auch japanische Bezeichnungen für das Berliner Blau sind, aber keinen Hinweis auf  
den Zusammenhang mit „Hana Konjo“. Zusammenfassend könnte man sagen, 
dass mit „Hana Konjo“ sowohl in „Yamato Honzo“ als auch im „Genkai“ ein an-
deres Pigment als das Berliner Blau bezeichnet wird, oder dass „Hana Konjo“ we-
nigstens zwei Signifikate hat.
 In einem anderen japanischen Wörterbuch Anfang des 20. Jahrhunderts wird 
„Hana Konjo“ auch „Sumaruto スマルト“ oder „Sakison Ao サキソン青“ genannt. 
„Sumaruto“, und Schmalte/Smalte ist eine Art Kobaltblau, ein aus pulverisiertem 
Kobaltglas hergestelltes Pigment. In Deutschland hat sich die Schmalte weit ver-
breitet, nachdem der Chemiker-Glashüttenmeister Johann Kunckel von Löwen-
stern (1631/34-1703) in der zweiten Hälfte des 17. Jahrhunderts den Herstellungs-
prozess mit Abbildungen erläutert und veröffentlicht hatte. Kunckel hatte in 
Wernigerode im heutigen Sachsen-Anhalt ein Wismut- und Kobaltwerk betrieben. 
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Die in einem Brief  von Hasperg an Leibniz erwähnten „quelques echantillons de 
coleur bleue qu’on fait des mineraux en Saxe“ und auch die Ersatzbezeichnung 
„Sakison Ao“ für die Schmalte, nämlich sächsisches Blau, könnten darauf  hinwei-
sen, dass die Schmalte in Sachsen damals in großem Maßstab fabriziert wurde. In 
den Niederlanden wurde sie schon im 16. Jahrhundert, also früher als in Deutsch-
land, produziert und wurde wegen guter Qualität geschätzt bei den Töpferwaren in 
Delft. Im 17. Jahrhundert benutzte man sie häufig auch für die Malerei. Schmalte 
war neben Ultramarin und Indigo eine der drei blauen Farben, von denen der nie-
derländische Maler Vermeer (1632-1675) hauptsächlich Gebrauch machte. Doch 
kam sie im 18. Jahrhundert vor allem in der Malerei langsam außer Gebrauch, denn 
sie entfärbt sich mit der Zeit.
 Aus dem bisher Gesagten könnte man die provisorische Schlussfolgerung zie-
hen, das Pigment „Konjo 紺硝“ sei „Hana Konjo 花紺青“ im Sinne von Schmalte. 
Dafür spricht auch die Tatsache, dass 紺 leicht rötliches Dunkelblau und 硝 Glas 
bedeutet.
 Fraglich ist jedoch noch:
　－  Welche Rolle die niederländischen Mitglieder der Königlich Preußischen Sozie-
tät der Wissenschaften bei der Verbreitung des Berliner Blaus in den Nieder-
landen gespielt haben;
　－  Warum „Konjo“ erst in „Zoho Kai Tsushoko“ als eins der wichtigen nieder-
ländischen Erzeugnisse genannt wurde, wenn Schmalte von guter Qualität 
schon im 16. Jahrhundert in den Niederlanden produziert worden war;
　－  Ob „Konjo“ vielleicht ein Erzeugnis eines anderen Landes war, an dem die 
Schiffe der Niederländischen Ostindischen Kompanie unterwegs von den Nie-
derlanden nach Japan vorbeifuhren;
　－  Ob Joken überhaupt „Konjo“ selbst gesehen oder zumindest die Information 
darüber aus einer zuverlässigen Quelle hatte.
